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　平成29年９月７日から11日までの５日間、宮城県
仙台市において第11回全国和牛能力共進会（宮城全
共）が開催されました。
　本県からは第４区を除く全ての区に出品し、次
ページのとおり第２区、第３区、第７区、第８区、
第９区において優等賞を獲得することが出来ました。
　出品に当たっては、平成25年度から出品対策組織
等の検討を行い、平成26年度には交配種雄牛を「高
百合」と決定し、３期間に分けた効果的な集中交配
を実施しました。また、肉牛対策として高百合産子
で肥育特性を確認するために短期肥育実践を開始
し、平成27年度には、その肥育成績から課題を精査・
検討を行いました。平成28年度には、肥育農家へ候
補牛を移管し、体重測定、外貌調査、血液性状検査
結果報告などの巡回調査を計６回実施し、最終選抜
については30頭に対して巡回調査及び超音波診断等
を行い８頭の代表牛を決定しました。繁殖雌牛に関
しては、約200頭について巡回調査を実施し、平成
29年６月に最終選抜会を開催し、出品代表牛を決定
しました。
　このような生産者、関係団体及び県が一体となっ
た取組みを経て「高百合」で臨んだ第７区の肉牛群

（３頭、平均月齢23.6カ月齢）では、出品16群中第５
位（平均枝肉重量562kg、BMS.No.10.3、ロース芯
面積76.3㎠）であり、特に枝肉重量は562㎏と全国
で１番大きく、２位と約30㎏の差をつける圧倒的な
成績でした。
　また、「勝忠安福」で出品した第８区の若雄後代
検定牛群（３頭、平均月齢23.9カ月齢）では、出品
19群中第６位（平均枝肉重量526㎏、BMS.No.8.3、
ロース芯面積71㎠）と来年夏に終了予定の現場後代
検定の結果が大いに期待される好成績をおさめまし
た。
　今回の宮城全共はそれぞれの道府県が存分にその
実力を発揮した非常にレベルの高い大会でありまし
た。本県においては、過去最高の成績をおさめ本県
畜産の復興が着実に進んでいることを全国に発信で
きました。次回、第12回全国和牛能力共進会（鹿児
島大会）において、宮城全共を超える成績がおさめ
られるよう、生産者や関係団体とともに本県牛群の
能力向上、畜産振興を図っていきたいと思います。

第11回全国和牛能力共進会にて好成績

農業総合センター畜産研究所
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【審査結果】
出品区 名号等 血統 出品者（敬称略） 成績

第１区 高福美 「高百合」－「勝忠平」－「第１花国」 福島県畜産研究所 1 等賞
第 2 区 しんたく 63 「高百合」－「北平安」－「百合茂」 JAふくしま未来　　佐藤一郎 優等賞
第３区 ひろこ 「高百合」－「安福久」－「平茂勝」 JA福島さくら　　　草野隆 優等賞
第５区 ねもと 197

ひろみ
かつ 277
ゆりしげ

「百合茂」－「福栄」－「北国７の８」
「百合茂」－「福桜（宮崎）」－「安平」
「百合茂」－「安平」－「隆美」
「百合茂」－「安福久」－「平茂勝」

JA夢みなみ　　　　根本宏一
　　　　　　　　　須田忠一
　　　　　　　　　佐藤光浩
　　　　　　　　　佐久間清仲

1 等賞

第６区 あおい
ゆりこ
いみこ

「長栄」－「第１花国」－「美津福」
「百合茂」－「長栄」－「第１花国」
「安福久」－「百合茂」－「長栄」

JA東西しらかわ　　矢吹和夫
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　

1 等賞

第７区 種牛群　かつしげ３
　　　　ふくひめ76
　　　　たにざくら
　　　　ふゆ
肉牛群　太陽
　　　　原石160
　　　　花咲229

「高百合」－「勝忠平」－「北国７の８」
「高百合」－「第１花国」－「安平」
「高百合」－「第１勝光」－「第５隼福」
「高百合」－「百合茂」－「茂勝」
「高百合」－「安福久」－「勝忠平」
「高百合」－「安福久」－「紋次郎」
「高百合」－「茂洋」－「勝忠平」

JA福島さくら　　　本田功
　　　　　　　　　鈴木勇治
　　　　　　　　　佐藤巧一
　　　　　　　　　石井重久
JAふくしま未来　　伊東博道
　　　　　　　　　門馬敞典
JA夢みなみ　　　　吉田一幸

優等賞
農林水産省東北農政局長賞

第８区 赤留３
赤留５
赤留６

「勝忠安福」－「日本桜」－「平茂勝」
「勝忠安福」－「第１勝光」－「平茂勝」
「勝忠安福」－「北平安」－「第１勝光」

福島県畜産研究所沼尻分場 優等賞
農林水産省東北農政局長賞

第９区 美津久
尼作 158

「美津百合」－「安福久」－「平茂勝」
「芳之国」－「安福久」－「平茂勝」

JAふくしま未来　　鈴木廣直
　　　　　　　　　上野広行

優等賞

高校の部 ひな 「高百合」－「忠富士」－「安平」 福島明成高等学校　渡邉彰悟
　　　　　　　　　大堀美郷
　　　　　　　　　阿部愛美
　　　　　　　　　伊藤美樹

優良賞

審査競技会 女性の部
後継者の部
高校生の部

JA夢みなみ　　　　原田公子
JA福島さくら　　　古山優太
相馬農業高等学校　鈴木ふみか

高百合×安福久×紋次郎
ＢＭＳ .No.11

枝肉重量　553kg
ロース芯面積　81㎠

出荷月齢　23.0

勝忠安福×日本桜×平茂勝
ＢＭＳ .No.8

枝肉重量　514kg
ロース芯面積　73㎠

出荷月齢　23.9

高百合×茂洋×勝忠平
ＢＭＳ .No.11

枝肉重量　574kg
ロース芯面積　74㎠

出荷月齢　23.9

勝忠安福×第１勝光×平茂勝
BMS.No.10

枝肉重量　526kg
ロース芯面積　77㎠

出荷月齢　23.9

高百合産子の枝肉 勝忠安福産子の枝肉
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　「福島牛」をメインとして販売する「東京食肉市場まつ

り2017」が、平成29年10月14日（土）～ 15日（日）にかけて、

東京都港区港南にある東京都中央卸売市場食肉市場にて開

催されました。未だに続く福島県農畜産物の風評被害払拭

に向け、丹精込めて育てた美味しい牛肉を来場した都民に

PRを行いました。

　今年で36回目を数える東京食肉市場まつりは、昭和57

年に食肉市場の周知・市場流通への理解や食肉の消費促進

を目的として開催し、その後各県の銘柄牛や県の特産品、

または観光資源などを積極的にPRするイベントとして定

着しております。当県は、平成９年度、平成19年度と協

賛しましたが、今年度で３回目となります。まつりの回を

重ねるごとに内容が充実し、昨年は２日間で約３万人の来

場者で大賑わいとなり、多くの消費者や生産者が期待を

もって迎えるまつりとなっております。

　初日14日の会場内のステージでは、陣羽織姿の武将に

よる相馬野馬追「法螺貝吹奏」のオープニングセレモニー

が行われました。市場まつり実行委員会の小川一夫会長（東

京食肉市場社長）の挨拶後、福島県を代表して内堀雅雄知

事が「東日本大震災と東京電力原発の事故後、福島県の復

興への多大なご支援をいただき感謝いたします。会場内に

は福島牛の他、選りすぐりの特産物やお酒などの品々を販

売しておりますのでお買い求めください。また、当県は雄

大な自然と多くの温泉があり、ぜひ足を運んでいただきた

い」と挨拶しました。

　その後、会場内の福島牛のしゃぶしゃぶコーナーにて知

事自ら来場者の皆様に試食の品を手渡をし、「美味しい福

島牛を召し上がってください」とPRをしました。

　福島県をPRするイベントステージでは、初日は漫才コ

ンビ「母心のお笑いショー」と「ノーライスノーライフお

米ダンスショー」が、翌日には「ハーラウラウラーナニの

フラショー」と「ウルトラセブン＆ウルトラマンコスモス

ショー」など様々な催し物に多くのお客様が詰めかけまし

た。特に、今年放送50周年をむかえるウルトラセブンと

の握手会では、子供連れの家族の他に大人の来場者も交

じって長蛇の列ができ、いまだセブンの人気が健在である

ことを見せつけました。イベント進行はラジオ福島の深野

健司アナウンサーが務め、絶妙のタイミングと楽しい会話

で来場したお客様を盛り上げました。

　２日目の15日はあいにくの雨模様となり、２日間での

来場者は約２万２千人を数えましたが、昨年の来場者数と

まではなりませんでした。しかし、帰り足のお客様は皆満

足げな表情で、買い求めた福島牛を場内の宅急便コーナー

で自宅へ送るお客様の列となり、盛況のうちに幕を閉じま

した。

「東京食肉市場まつり2017」を開催

JA全農福島



— 4 —

畜　　産　　福　　島

　福島県乳牛改良推進協議会（会長　安齋　利勝）主催に

よる第34回福島県ホルスタイン共進会（農林水産祭参加

事業）が、10月21日（土）に本宮市の県家畜市場において

開催されました。

　当日はあいにくの雨模様となりましたが、日頃から手入

れの行き届いた39頭の愛牛が県内各地より出品されまし

た。審査委員長には県農業総合センター畜産研究所副所長

矢内　清恭　氏、審査委員には（一社）日本ホルスタイン

登録協会より國行　将敏　氏、アシスタント審査員には県

農業総合センター畜産研究所酪農科長　網中　潤　氏を迎

え、未経産三部門、経産三部門の計六部門に分かれ審査が

行われました。

　また、大会に花を添えるデイリークイーンは、ＪＡ全農

北日本くみあい飼料（株）の渡邉　あゆみさんと福島県酪

農業協同組合の高橋　愛里さんのお二人が、笑顔で和やか

に務めて下さいました。

　各部厳正な審査の結果、見事グランドチャンピオンの栄

冠には石川町の小豆畑　正一さん所有の「レツドビーン　

ミツキー　ソチフイーバー」号が輝き、農林水産大臣賞を

獲得、リザーブグランドチャンピオンには磐梯町の足利　

秀忠さん所有の「バンダイデール　フイーバー　アライア

ンス」号が選ばれ農林水産省生産局長賞を獲得、準リザー

ブチャンピオンには福島市の鈴木　奨悟さん所有の「ヒル

トンステージ　アテイツク　ジエノア」号が選ばれ農林水

産省東北農政局長賞を獲得しました。

　末筆になりますが、本共進会開催につきまして、福島県

をはじめ関係団体、各メーカー様からのご後援やご協賛を

賜り、盛大に開催できましたことに心より感謝を申し上げ

ます。

福島県乳牛改良推進協議会

第34回 福島県ホルスタイン共進会開催！
39頭が出品される!!
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　東北地区牛削蹄競技大会は、削蹄師の削蹄技術の向上と

牛の能力増進に資することを目的として、毎年各県持ち回

りで開催されています。第29回東北地区牛削蹄競技大会

（東北地区装削蹄師会主催）は、８月22日山形島県新庄市

のJA全農山形最上家畜市場で開催され、東北６県から各

県の予選を勝ち抜いた17名の選手が参加しました。選手

は、削蹄判断と削蹄競技の２部門で日ごろの技を競い合い、

本県から出場した高野智徳さん（安達支部）が総合４位に

入賞しました。

　今大会の優勝者は山形県の小角慶三さん、準優勝は同県

の伊藤真人さんでした。３位は宮城県の遠藤強さん、同率

４位で岩手県の岩淵孝之さんが入賞しました。各県３名の

総合得点により競う団体戦は山形県が優勝しました。

　入賞の上位６名は、11月９日に茨城県水戸市の農業生

産法人有限会社瑞穂農場鯉渕分場で開催される第59回全

国牛削蹄競技大会に出場することとなります。

　ハイレベルの削蹄技術を近くで見ようと、会場には畜産

関係者など、多くの見学者が訪れていました。NHKなど

のマスコミも取材に訪れ、後日に番組で大会の模様が報道

されました。

　削蹄競技終了後は、模範削蹄講習会が行われました。第

57回全国牛削蹄競技大会農林水産大臣受賞者の山形県の

佐藤範夫さんと、第58回全国牛削蹄競技大会農林水産大

臣受賞者の福島県の武藤稔貴さんが模範削蹄を行いまし

た。東北から２年連続で大臣賞を受賞した２人の削蹄技術

を多くの方が食い入るように見ていました。

福島県装削蹄師会

全国大会出場を決めた受賞者たち
（１番左が優勝、２番目が２位、左から４人目が本県から出場する高野さん）

牛削蹄判断競技　四肢の状態の判断 牛削蹄競技　蹄の状態の判断

削蹄競技　削蹄中

模範削蹄　佐藤

模範削蹄　武藤

第29回東北地区牛削蹄競技大会開催
本県の高野選手が全国大会へ
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福島県畜産課

　平成28年度シーズンにおける国内の高病原性鳥インフ

ルエンザについては、これまで発生のなかった北海道・東

北地方の家きんでも確認され、本県においても長期間に渡

り緊張状態が続きました。

　今年度についても、島根県において野鳥でH5N6亜型の

本病ウイルスが検出されており、引き続き厳重な警戒が必

要です。

　本県では毎年、各地方の農林事務所及び家畜保健衛生所

が主体となって、高病原性鳥インフルエンザの発生を想定

した防疫演習を実施しております。今年度は、自衛隊にも

ご参加いただくなど、多くの関係者のご協力のもと、初動

防疫に必要な業務と関係機関の連絡調整等について再確認

することができました。10月24日、農業総合センター農

業短期大学校において開催した県南地方防疫演習では、県

内初となる埋却作業の実演など、より具体的な防疫作業を

体験する試みが行われました。

　渡り鳥の本格的な飛来シーズンを迎え、本病の発生予防

対策及び万一の発生に備えたまん延防止対策に万全を期し

てまいりますので、関係者の皆様におかれましては、今後

ともご協力をお願いいたします。

座学による研修 作業動員者の受付

防護服の着用 埋却作業の実演

高病原性鳥インフルエンザ地方防疫演習を実施！
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福島県養蜂協会

平成29年度日蜂協東北ブロック大会開催

　10月31日から11月１日にかけて、日本養蜂協会主催の
東北ブロック大会がいわき市のスパリゾートハワイアンズ
で開催されました。
　本大会は毎年東北地方の各県が持ち回りで開催し、本県
は前年大会が東日本大震災の起こった平成23年度の開催
予定でしたが、震災直後の混乱の中で開催が難しいとの判
断から次年度開催地の山形県養蜂協会の協力を得て、23
年度を山形県、24年度を福島県で開催しました。それか
ら５年が経過し、福島県の復興を知ってもらう機会にした
いと今回はいわき市での開催となりました。
　30日のブロック大会では日本養蜂協会長、福島県養蜂
協会長の挨拶、東北農政局生産部畜産課長、福島県農林水
産部畜産課長の来賓挨拶をいただいたのち議長選出及び議
事録書記選出がなされ、東北各県から参加した180名余り

の会員が、農林水産省畜水産安全管理課薬事審査管理班の
担当者から来年１月から使用が予定されている腐蛆病予防
の新薬についての説明を受けたり、数多く出された各県の
提案事項について活発な意見を交わしていました。特に新
薬については今までの薬との違いなど多くの質問が出てい
ました。
　懇親会では１年振りに会う養蜂仲間やと新たに出会った
仲間との親睦を深めていました。また、ハワイアンズでは
日本で唯一ファイヤーダンスが行われ、当日集まった参加
者らはその迫力と女性ダンサーの優美な踊りに感動してい
ました。
　翌１日には地域代表者会議と東北養蜂青年会総会が開催
され、ここでも各県の抱える問題やそれについての解決法
などが提案されるなど活発な意見が出されていました。

日本養蜂協会挨拶

農林水産省から腐蛆病予防の新薬について説明を受ける様子
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この印刷物は再生紙を使用しています

家　畜　取　引　状　況　報　告
平成29年 ９～10月 和牛子牛市場成績（県家畜市場）
JA全農福島県本部	 （税込み）

平成29年 ９～10月 乳子牛市場成績 （県家畜市場）  
JA全農福島県本部	 （税込み）

平成29年 ９～10月 乳子牛市場成績 （県家畜市場） 
福島県酪農業協同組合	 （税込み）

開催月 性別 頭　数
（頭）

取引価格（円） 平均体重
（㎏）

平均単価
（円／㎏）

平均日齢
（日）

販　売　先
最　高 最　低 平　均 県　内 県　外

９

雌 314 1,463,400 266,760 710,165 293 2,425 294 175 139
雄 1 328,320 328,320 328,320 371 885 352 1

去勢 418 1,365,120 451,440 839,126 321 2,614 286 213 205
計 733 1,463,400 266,760 783,185 309 2,531 290 388 345

10

雌 295 1,409,400 335,880 726,005 285 2,547 286 159 136
雄 0

去勢 398 1,194,480 360,720 834,946 313 2,669 278 209 189
計 693 1,409,400 335,880 788,571 301 2,617 281 368 325

開催月 性別 頭数
（頭）

取引価格（円） 平均単価
（円／㎏）

平均体重
（㎏）最高 最低 平均

９

妊 娠 牛 1 778,680 778,680 778,680

E T 和 雌 2 436,320 422,280 429,300 5,203 83

E T 和 雄 2 623,160 532,440 577,800 4,585 102

乳 雌 子 0

乳 雄 子 45 170,640 10,800 130,656 1,754 74

乳 去 勢 子 0

F1  雌（育成） 9 371,520 288,360 331,920 1,121 296

F1  去（育成） 7 417,960 356,400 391,577 1,158 338

F1 雌（スモール） 70 239,760 173,880 204,691 2,785 73

F1 雄（スモール） 66 415,800 86,400 302,760 4,048 75

計 ・ 平 均 202 778,680 10,800 241,145 2,865 93

10

妊 娠 牛 0

E T 和 雌 2 695,520 432,000 563,760 5,782 98

E T 和 雄 8 665,280 428,760 580,230 5,975 97

乳 雌 子 1 28,080 28,080 28,080 365 77

乳 雄 子 40 116,640 8,640 75,843 985 77

乳 去 勢 子 1 123,120 123,120 123,120 570 216

F1 雌（育成） 16 370,440 226,800 322,448 1,142 282

F1 去（育成） 7 359,640 205,200 299,006 950 315

F1 雌（スモール） 58 247,320 23,760 185,369 2,650 70

F1 雄（スモール） 62 325,080 5,400 258,172 3,448 75

計 ・ 平 均 195 695,520 5,400 220,331 2,524 101

開催月 区分 性別 頭数
（頭）

取引価格（円）
最　高 最　低 平　均

９
第263回 その他

ホ ル 雄 67 171,720 5,400 138,981
ホ ル フ リ ー 3 71,280 25,920 52,560
F 1 　 　 　 　雌 67 232,200 130,680 199,768
F 1 　 　 　 　雄 82 354,240 124,200 306,299
和 牛 雌 4 441,720 326,160 392,850
和 牛 雄 22 644,760 324,000 520,707
和 牛 去 勢 0
計 ・ 平 均 245 644,760 5,400 248,969

10
第264回 その他

ホ ル 雄 70 183,600 1,080 141,542
ホ ル フ リ ー 2 68,040 17,280 42,660
F 1 　 　 　 　雌 76 250,560 113,400 209,634
F 1 　 　 　 　雄 84 347,760 163,080 304,560
和 牛 雌 5 443,880 366,120 408,024
和 牛 雄 22 663,120 407,160 537,742
和 牛 去 勢 0
計 ・ 平 均 259 663,120 1,080 252,428


